第１１号様式（第１６条関係）
受付チェックリスト                                    　　　　一般財団法人 にいがた住宅センター
      建築基準法関係規定などに基づき下記の事項を確認しました。
	
	 申請者氏名　　　　　　　　   設計者又は
                               　　　代理者氏名


　　確認申請提出前に下記の事項について内容を確認の上、各チェックボックスにレ点を記入してください。
  ※下記の事項が確認されていることを前提に受理時の審査を行います。
■提出前の再確認
※１　図書又は図書相互における不適合又は不整合、又は規則第１条の３における「図書の種類」もしくは
　　　「明示すべき事項」の漏れがある場合は、再確認申請となることがありますので十分ご注意下さい。
※２  本チェックリストは、木造２階建て以下の小規模な住宅を想定して作成されています。
※３  法第６条第１項第２号、第３号建築物について、他に必要図書があります。
	 申請者
 記入欄
	 センタ-
 記入欄
	                   　 項　　　　　　　目

	 　□
	 　□
	 図書相互の整合性がとれているか。
 （法第43条許可等の図書と確認申請図書、意匠図と設備図、意匠図と構造図、平面図と立
 　面図などの意匠図相互間)

	 　□
	 　□
	 建築基準関係規定に基づく許可等は全て取得されている。
 （確認申請書の記載事項が許可等の内容と一致しない場合は、変更手続きが完了している。）

	 　□
	 　□
	 規則第１条の３に規定する「図書の種類」がそろっている。

	 　□
	 　□
	 規則第１条の３に規定する「明示すべき事項」が全て記載されている。

	
	
	  □ 法第６条の３による確認の特例などの場合の緩和は規則第１条の３第５項表１、２による。
  □ 第6項の適用による「明示すべき事項」を他の図書に明示した場合は、その内容を示した図書
     を添付したか。


· 法第６条の３による確認の特例などの場合の緩和は規則第１条の３第５項表１、２及び第６項の「明示すべ
き事項」の適用は記載が受理要件ではありませんが、申請手続きの円滑化のため、その図書の添付にご協力を　お願いします。
	
	
	 申請者ﾁｪｯｸ
	 図書の種類
	 　　　　　　　明　示　す　べ　き　事　項
	

	
	 い
	 　□
	 付近見取図
	 □　方位 、道路及び目標となる地物
	

	
	
	 　□
	 配置図
	 □　縮尺及び方位
 □　敷地境界線、敷地内における建築物の位置及び申請に係る建築物と他の建築物との別
 □　擁壁の設置その他安全上適当な措置
 □　土地の高低、敷地と敷地の接する道の境界部分との高低差及び申請に係る建築
  　物の各部分の高さ
 □　敷地の接する道路の位置、幅員及び種類
 □　下水管、下水溝又はためますその他これらに類する施設の位置及び排出経路又

 　 は処理経路
ｆ     は処理経路
	

	
	
	   □
	 各階平面図
	 □　縮尺及び方位　　　　　　　　  □　間取、各室の用途及び床面積
 □　壁及び筋かいの位置及び種類     □　通し柱及び開口部の位置
 □　延焼のおそれのある部分の外壁の位置及び構造
 □　申請に係る建築物が法第３条第２項の規定により法第28条の２(令第百137条の
４の２に規定する基準に係る部分に限る。)の規定の適用を受けない建築物である

場合であって当該建築物について増築、改築、大規模の修繕又は大規模の模様替(
以下この項において「増築等」という。)をしようとするときにあっては、当該増

築等に係る部分以外の部分について行う令第137条の４の３第３号に規定する措置
	

	
	
	 　□
	 床面積求積図
	 □　床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式
	

	
	 ろ
	   □
	 二面以上の
 　　　立面図
	 □　縮尺          □  開口部の位置
 □　延焼のおそれのある部分の外壁及び軒裏の構造(法第62条第１項本文に規定する

建築物のうち、耐火建築物及び準耐火建築物以外のものについては、縮尺、開口部の位置及び構造並びに外壁及び軒裏の構造)
	

	
	
	   □
	 二面以上の
 　　　断面図
	 □　縮尺          □　地盤面
 □　各階の床及び天井(天井のない場合は、屋根。)の高さ、軒及びひさしの出並び
     に建築物の各部分の高さ
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	   □
	 地盤面算定表
	□   建築物が周囲の地面と接する各位置の高さ　 □  地盤面を算定するための算式

· 　
· 
	

	
	
	   □
	その他
	□   アルミ合金製建築物の仕様を表示した図書（必要な場合）
	


■受理時の審査項目
１  添付書類の確認(添付されている書類にレを記入してください。)
	 申請者
 記入欄
	 センタ-
 記入欄
	        規　則　で　定　め　る　書　類
	         確　認　事　項

	 　□
	 　□
	 確認申請書
	 各様式による書類が添されている。
 　(申請に係る建築物に法87条の２
 　の昇降機などが含まれている場合
 　は、８号様式の一部を別紙で添付
 　してあるか)

	 　□
	 　□
	 建築計画概要書
	

	 　□
	 　□
	 建築工事届
	

	 　□
	 　□
	 認定型式の認定書の写し
 （法第68条の10第1項の認定部分を有する場合）
	 認定書の写しが添付されている。

	 　□
	 　□
	 認証型式部材等に係る認定書の写し
 (法第68条の20第1 項の認証型式部材等を有す
 る場合)
	

	 　□
	 　□
	 法第68条の26に規定する構造方法の認定に係る
 認定書の写し
	 別添も含む。


　上記以外の添付書類
	 　□
	 　□
	 し尿浄化槽設置届(し尿浄化槽の見取図)、構造図、仕様書、処理工程図
  （型式認定浄化槽を使用する場合は浄化槽設置届のみ）

	 　□
	 　□
	 現地調査表

	 　□
	 　□
	 確認申請書の第四面、第五面、第六面(各一部)

	 　□
	 　□
	 許可書の写し  □都計法第29条　□都計法第43条　□都計法第53条　□土区整法第76条
                  □法第43条第2項第1号認可　　□法第43条第2項第2号許可

	 　□
	 　□
	 事前協議報告書(新潟市内のみ)


２　設計書等の記載・資格等の確認（必要な確認事項にレを記入してください。）
	 申請者
 記入欄
	 センタ-
 記入欄
	      　 確　認　事　項
	  適　用
	     　　備　　考

	 　□
	 　□
	 委任状が添付されているか。
   委任状と申請書第二面(建築概要書第一面
 　、以下同様)の記載内容が整合しているか。
	  代理者
	 確認の申請を代理者に委任す
 る場合のみ。

	 　□
	 　□
	 申請書第一面及び正本に添付された設計図書
  (構造計算書は表紙のみ)の全てに記名がされている。
	 設計者
	 

	 　□
	 　□
	 建築士法第３条、第３条の２、第３条の３に
 規定する建築物に応じた設計又は工事監理の
 資格がある。
	 設計者
 工事監理者
	

	 　□
	 　□
	 工事監理者記載されている。
  (未定の場合、未定と記載されている。)
	 工事監理者
	 工事本着手前に工事監理者及
 び工事施工者選任届等を提出
 してください。


３  正本及び副本の整合性の確認 （レを記入してください。）
	
	 申請者
 記入欄
	 センタ-
 記入欄
	       　　 書　　　　類
	         確　認　事　項
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	   □
	   □
	 正本     １通
	 正本と整合性がとれている。
	

	
	   □
	   □
	 副本     １通
	
	


